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編 集 後 記
平成23年3月11日の東日本大震災で被災された教職員や学生，あるいはご家族すべての方々に
対し，心よりお見舞い申し上げます。混乱の中でスタートした平成23年度ですが，こうして無事
に『学苑 人間社会学部紀要』をお届けできることに感謝したいと思います。各学科の編集委員か
ら所属学科の一年の動向についてご報告申し上げ，編集後記とさせていただきます。
本誌の心理学科の投稿原稿は研究ノート1編に終わった。その事情について一言触れておく。本
科と関係する生活心理研究所紀要の締め切り日の変更もあって院生と教員の共著の分がそちらに流
れた影響があり，必ずしも研究活動の後退ではない。責任は調整を怠った筆者にあり，反省してい
る次第である。本科は，創設20周年の年にあたり，12月23日，卒業生，在校生，退職教員，職
員が本学に一堂に集まり，盛大かつなごやかに催された。20年間の歴史を映像で回顧し，その伝
統のもつ意義を互いに再認識した。（渡邊）
福祉社会学科では，デンマークの「首都圏社会教育者保育士養成大学」（UniversityColege
Capital）との交換留学制度が実施され，国際的な視野をもつ専門職養成の第一歩となったと言え
ます。また，今年度は保育士養成に関して，保育所保育指針の改定等を踏まえた新カリキュラムが
新一年生から導入されたほか，福祉キャリアコースの福祉キャリア演習の中の実習も始まりました。
さらに来年度は，平成19年の社会福祉士に関する法改正の猶予期間が終わり，実習教育の内容が
より厳密化されることから，その準備も行われました。国内外で活躍できる多様な福祉専門職福
祉人材の育成に向けて，年々学科の充実が見られつつあると実感しております。（北本）
現代教養学科では，東日本大震災で被災した学生もいましたが，無事に卒業生を送り出し，4月
には新入生を迎えて新年度をスタートできました。特殊研究講座では，前期は早稲田大学教授の土
屋礼子氏「対日宣伝ビラに見る太平洋戦争におけるプロパガンダ」，後期は青山学院大学教授の小
島敏郎氏「Fukushima後の日本の環境エネルギー政策のゆくえ」と題した講演を伺いました。ゼ
ミ合宿を会津キャンプ村で実施したゼミ，秋桜祭で被災地から商品を取り寄せて販売したゼミもあ
り，震災や原子力について現代教養学科らしい形で考える良い機会となりました。就職については
厳しい状況が続く中，学科で初めての公立学校教員採用試験ならびに公務員試験の合格者が出るな
ど，嬉しいニュースもありました。学科設立10年を迎える来年度に向けて，学科一同，気持ちを
新たに，より一層の充実を目指します。（福田）
初等教育学科では，今年度も順調に推移することができました。卒業生は卒業直前に大震災に見
舞われましたが，53名の卒業者のうち，大学院1名，小学校22名，幼稚園11名，保育士関係9
名などそれぞれの希望先へと巣立ってくれました。東日本大震災に関しては，南三陸町出身の学生
もいますが全員無事との知らせを受け安したことでした。学生たちはそれぞれにボランティア活
動をしてくれました。また，大学院人間教育学専攻がフォーラム「東日本大震災を乗り越えてこれ
からの学校教育の目指す方向を考える」を開催しました。石巻市から元教育長，前校長をお招きし，
感動的なお話をいただき議論を深めました。教育による復興を旗印に学科全員で頑張っていこうと
誓ったことでした。（押谷）
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